
主目的 1 2 2

副目的

款 項 目 大 中

％ ％ ％

担当係

根拠法令・個別計画

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

内容

（手段）

実施・運営方法

※費用合計に占める

経費の内訳(割合)

2

担当課

7

市民生活

生活交流課 

交流係

52

平成３０年度以降

交流

事業類型 一般

外国籍市民との交流がしやすい環境を整備する

2

小牧市国際交流協会を支援することにより、組織の確立を目指し、協会事業の円滑な運営

を図ることを目的とする。

日本人市民と外国人市民の共生やふれあいをテーマに日本語教室や日本文化理解講座、

プレスクール、国際交流ふれあいフェスタや国際料理教室、会報「つばさ」の発行、国際理

解講座、外国語講座、交流団体等の支援など、外国人と日本人が互いに理解し合えるよう

な事業を展開できるよう費用を補助した。

職員は、国際交流ふれあいフェスタなど、人的応援が必要となる場合に適宜支援を行った。

助成 91

総合計画

分野別計画

予算区分

担当部事務事業名 小牧市国際交流協会助成事業

会計区分

平成１２年度以前 ～事業期間

事業番号 44

平成24年度 事務事業評価シート平成24年度 事務事業評価シート平成24年度 事務事業評価シート平成24年度 事務事業評価シート

市民産業部

事事事事

　　　　

　　　　

業業業業

　　　　

　　　　

のののの

　　　　

　　　　

概概概概

　　　　

　　　　

要要要要

直接実施・

運営

9 委託 0

一般会計

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円

Ｈ24予算額

16,000

0.20

1,063

96.9

Ｈ23決算額

16,000

Ｈ22決算額

0

00

0

0.300.43

ココココ

　　　　

　　　　

スススス

　　　　

　　　　

トトトト

財

源

その他職員

0.30

（手段）

従事者数

Ｈ21決算額

一般財源

国・県支出金

対前年比

その他財源

人件費

0

17,095

（経費）

小牧市国際交流協会補助金　16,000千円

費用合計

15,500

1,595

0.00

無

従事者数

人件費

費

用

直接経費

正職員

17,287

0

受益者負担

15,000

0

17,287

101.1

0

0

0

17,063

17,595

101.7

17,595

0.00

0

1,5952,287

0.00

17,095

0.00

0

17,063



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

500

2,000

H24

1,933

人

日本語教室の受講者

数

ー

812

教室等の講座企画数と国際交流事業などへの年間参加者数については、目標を達

成した。日本語教室の受講者数については、ＰＲ不足、外国人登録者数の減少など

の理由で目標を下回った。

427

500

446

16 15

H21

1,900

H22

1616

H24H23

成果指標名

国際交流事業などへの

年間参加者数

事業の

達成状況

活動指標名

教室等の講座企画数

ー

講座

H23

16

16

16

H21

2,394

人

850

2,090

1,900

業業業業

　　　　

　　　　

　　　　

　　　　

績績績績

H22

44事業番号

平平平平

成成成成

２２２２

３３３３

年年年年

日本語教室の受講者数が減少している。また、国際交流事業などへの参加者が外国

国際交流の機会及び地域に住む外国人との交流の機会が減少する。

事業を縮小・

廃止したときの

影響

事事事事

業業業業

のののの

自自自自

己己己己

評評評評

価価価価

今今今今

後後後後

のののの

事事事事

業業業業

のののの

方方方方

向向向向

性性性性

現状維持

判定理由

一次評価のとおり。現状としては、現状維持と判断するが、今後も外国人数の状況に合わ

せて事業規模を適正なものとすること。

改善案等

二二二二

次次次次

評評評評

価価価価

方向性の判定

現状維持

判　定　理　由

教室等の講座や国際交流事業に参加したことがない方の参加が少ないことが課題で

あるため、小牧市国際交流協会につながりのない方を含め、多くの方に各種事業の

存在をＰＲできるようなよりよいＰＲ方法を模索する。

年年年年

度度度度

のののの

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

事業実施におけ

る課題等

日本語教室の受講者数が減少している。また、国際交流事業などへの参加者が外国

人・日本人のいずれも毎年同じ方の参加が多数を占めるように思われるため、参加し

たことが無い方への周知方法が課題である。

教室等の講座企画数、国際交流事業数は現状のままとし、内容を充実させるよう指

導することにより、参加者を増やし、国際交流、多文化共生を図ることとする。

方向性の判定


